
(28) 印度學佛教學研究第44巻第1号 平成7年12月

ハ リ シ ャ ン カ ル ・パ ル サ ー イ ー の

『王妃 ナー グパ ニー物語』

田 中 敏 雄

ここでは,ハ リシャソカル ・パルサーイー(Harishankar Parsai, 1924.8.22～)1)

の 小 説 『王妃 ナーグパニー物語』2)を 取 り上 げ ることとす る。 パルサ ーイーが 自

らの立場を 明確に し,読 者 を発見し,自 らの文体を確立 した のはいつか,と い う

のが問題 関心 の出発 であ り,そ れは 『王妃 ナーグパ ー一物語』に見 られ る とい う

のが結論 であ る。

〈7,8年 前,ム ソシー ・インシ ャーア ッラー ・カーンの 『王妃 ケー トキ ー物語』

を読 んだ>3),と パ ルサ ーイーは序文で語 ってい る。 序文執筆 の 日付はない。『作

品集』第2巻 に従 えば,執 筆年代は1962年 とな っている4)。 ラージカマル版 ポケ

ッ ト ・ブ ックでは,版 権取得年は1961年 とあるが刊行年 は不明である5)。

執筆 年代を確かめ るために本文を検討す る こととする。主 人公の幼友達が県長

官補 の面接試験を受け る場面であ る。主人公 の友人 とい うことで採用 は決 定済み

である。主 任面接官は,主 人公 のご機嫌を伺 い,2人 目は朝食 の ことを尋ね,3

人 目が質 問す る。〈昨近,町 では どん な い い映画 が上映 されているかね?〉 〈『第

14日 目の月』,ワ ヒーダー ・ラヘ マーン,グ ルダ ット,ジ ョニー ・ウ ォーカー,

ヘ レソな どが出演 してい ます>6)こ の 『第14日 目の月』 の封切は1960年 で ある。7)

さ らに,大 団円近い場面で,何 人 の子宝に恵 まれ るかの質問に 占星家は答えてい

る。〈いまい くつ かの国は人工衛 星を作 って打ち上げて い ます 。地 球を回 ってい

るのです。我 々の算 出に妨げ となっています>8)こ れ は,1957年 の 人工衛星ス プー

トニク1号 と1958年 の人工衛星工 エ クス プロー ラー1号 を示す ものである。以上

の ことか ら,50年 代 の後半か ら60年 代 の初頭 にかけて,イ ンシ ャーア ッラー ・カ

ーソの 『王妃 ケー トキー物語』9)に 触発 され
,フ ァソ タジー,途 方 もな い空想,

想 像 力で構成,執 筆 された もの として よい。

ヴラジ ラ トソ ダースの校 訂版10)に よ っ て,『 王妃 ケー トキ ー物語』の梗概 を示

す ことにする。
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ウダイバ ーン王子(Kunvar Udaibhan)は 狩 に出 る。牡鹿を追 う う ち に 日没 と

なる。マ ンゴーの森で,4,50人 の娘た ちが ブラン コをしている。 その うちの1人

と目が合 う。 これが ケー トキ ー王女(Rani Ketki)で あ る。娘たちは ウダ イ バ ー

ンに立 ち去 るよ うに い うが,心 の中で ウダイバ ーソを想 うよ うにな ったケー トキ

ーは
,早 朝立 ち去 るよ うに いい,樹 の下 で夜を過す ことを許す。深夜,娘 たちが

寝入 ると,ケ ー トキーは幼 友達 マ ダンバー ン(Madanban)を 起 し,ウ ダイバ ーン

に会いに行 く。たが いに身分を 明か し,指 輪 と誓文 を交換 す る。

城に戻 った ウ ダイバーンは恋煩 い の た め飲 食を忘れ,部 屋に籠 つた ままであ

る。心配す る両親に手紙 で打 ち明 け る。 父 スーラジバ ーン王(Raja Surajbhan)

は,吉 祥 の時を選び,結 婚 申し込 みのためバ ラモ ンを送 る。 ケー トキ ーの父 ジ ャ

ガ トパルカース王(Raja Jagatparkas)は 申 し出を拒み,使 者を暗室に 幽閉してし

ま う。

両 国は戦 争準備 を始 める。ジ ャガ トパル カース王は,カ イラース山に住む 師ジ

ョーギー ・マヘーン ダルギル(Jogi Mahendargir)セ こ助けを求め る。錬金術,飛 行

術,変 身術 な ど超能 力を持 つ`7ヘ ーソ ダルギルは900万 の 弟子たちを卒い て戦場

に現れ る。ヴ ダイバ ーンとその両親を鹿 に変身 させ森へ放逐 し,ス ーラジバーン

王軍 に砂嵐,電,蝗 の群で襲わせ全滅 させ る。

マヘーソ ダルギルはジ ャガ トパル カースに虎皮 と聖灰を与 える。虎 の毛一本を

火 に焼べ る と,た だちに救助に現れ,聖 灰を 目に塗 ると,透 明人間にな るとい う

のである。 ケー トキ ーは隠れん坊のためにねだ って試 し,2週 間後,ウ ダイバ ー

ンを探す た め に 家 出 す る。嘆 き悲しむ両親は,国 政を委ね,ケ ー トキーを探 し

に山へ行 く。マ ダソバ ーソを呼び出して聖灰をすべて与え,ケ ー トキーを探す よ

う依頼す る。一方,虎 の毛を火に焼べて マヘ ーソ ダルギルを呼び 出す。 ウ ダィバ

ー ソとその両親を鹿 か ら元の姿に戻し ,ウ ダイバ ーンを 自分 の息子 として結婚 さ

せる と約束す る。 マヘ ーソダルギルは900万 の弟子た ち と森を探索す るが見つか

らない。そ こで イソダル(Indar)神 に 助けを求 める。

月光の下で インダル神 とマヘ ーン ダル ギルが音楽 を聞 いている と,何 千 万の鹿

が集 って来 て音楽に耳 を 傾 け て い る。マン トラを唱 えなが ら水滴 を振 り掛ける

と,ウ ダイバーン とその両 親は元 の姿に戻 る。 また,水 瓶 の水 とマ ソ トラで死ん

だ将兵は甦 る。

イ ソダル,マ ヘ ーソダルギル,ヴ ダイバ ーソとその両親は飛行船で戻 る。 イソ

ダル,両 王 の命令で,国 を挙げ て結婚式 の準備が始 まる。式にはすべての神 々が
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参列 し,祝 福を与え る。王妃 ケー トキーの ウダイバ ーンへの一途の愛に,す べて

が屈服 す るとい うのであ る。

パルサーイーは この物 語を どの よ うに扱 ったであろ うか?登 場 人物 か ら見る

こととす る。 ヴダイバーン王子は アス トバ ーソ王子(Kunvar Astbhan)に,王 妃

ケー トキ ーは王 妃ナ ーグパ ニー(Rani Nagphani)bこ 変 える。 ウダイバ ーンは 「日

出」,ア ス トバーンは 「日没」 を意味 す る。 ケー トキーは タコ ノキ科 の芳香性 の

花(Pandanus odoratissimus)で,ナ ーグパ ニーは蛇 の鎌 首状 の サ ボ テ ソ(Cactus

indicus)で あ る。それ ぞれ に幼 友達が配 され る。 ウダイバ ーンにはな いが,ア ス

トバ ーンには ムフ トラール(Muftlal)。 ム フ トは 「無料,た か り」を意味す る。

マ ダンバ ーンは,愛 の神 カーマの矢を意味 し,カ レー ラームキー(Karelamukhi)

は 「ニガウ リの口を した」 を意味す る。3人 の王を登場 させてい る。 ラーカルス

インフ王(Raja Rakharsinh),バ ェ ビー トス インフ王(Raja Bhaybhitsinh)と ユ ル

バルス ィンフ王(Raja Nirbalsinh)で あ り,そ れ ぞれ,「 締 ま り屋」,「怯 えた」,「非

力」を意味す る。 ジ ョーギ ー ・マヘ ーン ダルギルは ジ ョーギ ー ・プラバ ソチギ リ

(Jogi Praranchgiri)に 変 る。 ここで,プ ラパ ンチは,「 虚偽」 を意味す る。新 しい

人 物 も登場 させ て い る。 首相 ゴーバル ダン ダース(Mukhyamaty Gobardhandas)

と政 治家バ イヤ ー ・サ ーブ(Bhaiya sa'b)で あ る。1952,57年 の 総選挙で登場 し

た政治家であ る。親族 名称 「兄 さん」は,敬 称 で もあ り愛称で もあ り,蔑 称 とも

な りうる。

物語構成 の形式は,『 王妃 ケー トキ ー物語』を ほ ぼ踏襲 し て い る。〈ジ ョーギ

ー ・マヘ ーン ダルギルが カイラース山か らや って来 る こと
,そ して王子 ウダイバ

ーンとそ の両親を鹿に変 えてしま うこと>11)に 倣 って
,15章 で 構成 され て い る。

テキス トにはないが,便 宜上番号 を付ける。1)王 子 アス トバ ーンが不合格にな

ること,そ して 自殺 の準備 をす る こと2)王 女ナー グパ ニーが失恋す ること,

そ して 自殺 の準備をす る こと3)ナ ー グパ ニー とアス トバ ーンが出会 うこと,

そ して心が乱れ る こと4)別 離 の苦 しみに身心を焦 がす こと,そ して さまざま

な方法 で心を慰め るこ と5)恋 の病に罹る こと,ペ ニシ リソが注射 され ること

6)恋 文 を送 る こと,そ して秘密が露見す ること7).ム フ トラールの面接,そ

して県長官補 となる こと8)ニ ルバルスイソフ王 の結婚 申し出9)ジ ョーギ

ー ・プラパンチギ リがや って来 ること10)王 と ムフ トラールが話す こと11)

首 相 と会 うこと12)バ イヤ ー ・サ ーブと面会す る こ と,そ して霊魂 のあ りか
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を突 き止め ること13)霊 魂 を捕 える こと,そ して首相に渡す こと14)結 婚

話 が進行 す ること15)結 婚す る こと,そ してすべ ての ものが幸せに暮 ら す こ

と

4回 も学 士試験に不合格 とな った アス トバ ーン王子,5回 も失恋 したナ ーグパ

ニー王女は 自殺 を決 意 し,そ れぞれの幼友達に 自殺方法 の研究 を命 じ
,ナ ルマ ダ

ー(Narmada)河 のべ ー ラーガー ト(Bheraghat)の 滝 壺に入水 自殺す ることに す

る。決行前に それ ぞれ の天幕 か ら出た二人 は出合い,恋 に 陥る。

紆余曲折を経て,第11章 で アス トバーンの父バエ ビー トス インフ王は入札を決

意す る。ナ ーグパ ニーの父 ラーカルスイソ フ王に落 札させ なければな らない。首

相 ゴーバル ダンダースに面会 し,取 引 きをす る。首 相の い うことな ら王 は承知す

るか らである。首相は,政 敵 バイヤー ・サ ーブの霊魂 のあ りかを突 き止 め,捕 え

て引 き渡 せば落札 させ るとい う。結局,捕 えて引 き渡 し,ア ス トバーンは ナー グ

パニー と結 婚するのであ るが,こ こで,つ ま り,第12章 で物 語の伝統 的モテ ィー

フ(Kathanak rurhi)が 効 果的に用い られ る。『王妃 ケー トキー物語』 では,狩,

出合 い,戦 争,変 身術な ど物語の伝統的 モテ ィーフが多用 され て い る が,『 王妃

ナ ーグパ ニー物語』では,こ の鳩 のつがいの対話のほかは見 られ ない。

霊 魂のあ りかを突 き止あ る ことについて,ム フ トラールは アス トバ ーソに説明

す る。〈政治屋 たちの体 の作 りは私た ちと別な の で す。あ るものは 自分 の霊魂 を

体 の中に,あ るいは,外 の どこにで も置 くことがで ぎるのです。 ある指導者 たち

の心は 胃袋にあ り,あ るものの心 は脚 にあ ります。私の知 ってい るある指導者は

自分の心を排水溝に置い ています 。 もう一人 の指導者の魂は土踏 まずに あ ります 。

歩 くと踏み躍 るのです。 しか し,バ イヤー ・サ ーブの魂のあ りかは誰に も分 りま

せん>12)こ こでは,魂,霊 魂,心 は 同義 語 として用い られてい る。

アス トバ ーソとムフ トラールは身分を隠してバ イヤ ー ・サ ー ブに面会 し,政 治

的立場,役 割を称賛す ると,返 答 は こう で あ る。〈これ こそが秘密 なんだ。つ ま

り,誰 も私を殺せ ない とい うことだ。 自分の霊魂を近 くに置いていな いんだ>13)

2人 は 二 日中,町 を歩 き回 り,さ まざまな 人 々 と話 を し,コ ーヒー ・ハ ウス

や茶店に座 り,居 酒屋 では酔 客たち とことばを交わ し,四 辻 で人 々に尋ね るが分

らない。疲れ果 てた2人 が郊外 の樹 の下で寝入 ると,真 夜中,樹 の上 の鳩 のつ が

いが話を始 める。〈「お まえは まった く無頓着だ。一 日中,ど こを うろつ き回って

いたのだ。あのバ イヤ ー ・サ ーブが 自分の霊魂を よそに置い た ように,子 供 たち

をほった らかしてい る」 「バイヤー ・サー ブは 自分の霊魂 を ど こ に 置 い て い る
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の?」 「知 らないのか?合 同庁舎 の首相執務 室の椅子があ るだろ,そ こに大 きな

白蟻がい るんだ。その 白蟻の中に バイヤー ・サー ブの霊 魂が入 ってい るんだ よ。

その白蟻 は椅子をか じ り続けてい る」「とて も奇妙な ことね。あの人には政敵が と

て も多いのに。白蟻 を捻 り潰いて あの人 を どうして殺 してし まお うとしない のか

し ら?」 「誰に も知 られていないのだ。知 られた として もそ こに入 るのは とても大

変 なんだ。昼間は守衛や衛兵がい るし,夜 には亡霊 たちが踊 り狂 ってい る。大臣

になれず に死 んだ ものや,選 挙に落選 した ものたちすべ てが亡霊 とな って議場や

合 同庁舎 に徘徊 してい る」「じ ゃ,そ こには誰 も行けないわけね」 「行け るよ。 し

かしマ ン トラを知 らなければな ら な い。 マン トラで亡霊た ちは静かにな るんだ」

「どんなマン トラ?あ んた知 っているの?」 「ああ,勿 論 さ!そ こへ行 ってマ

ン トラを大声で唱 えると,亡 霊た ちは静か にな る― 赤 い投票箱 に!ニ ワ トリ

印の投票箱に!ゾ ウ印の投票箱に!雄 ウシ印の投票箱 に!林 野庁長 官!

この よ うなマ ソ トラを聞 くと,亡 霊 たちは満足 して姿 を消す の だ よ>14)ア ス トバ

ーンは聞いていた のである
。

2人 は下調べを し,当 直予定の衛兵 と交渉す る。 〈真夜中12時 に,首 相の椅子

に 挨拶す るよ う,王 か ら命令 されてい る。 占星家たちは,吉 祥の時に首相の椅子

に接吻すれば民主主義は成功す る,と い っている>15)100ル ピ ー掴 ませ ることも忘

れない。

普通 の白蟻 より,3,4倍 大 きい白蟻捕 獲に成功す るのであ る。 この瞬間,就 寝

中 のバイヤー ・サ ーブは激痛のあ ま り七転八倒 した。

1957年,ド ウルガ ーシ ャンカル ・シュ ッ ク ル(Durgashankar Shukl)は 週 刊誌

『変革』(Payivaytan)を 刊 行 した。 パルサ ーイーは,「 ア リス トテレスの手紙,イ

ン ド在住 の子孫に宛 て」(Arastu ki chitthi,Bharat nivasi ek vanshaj ke nam)を 連

載す る ようにな った。1947年 よ り週刊誌 『歩哨』(Prahari)に 発表 され た も の と

比 較す ると,文 体上の変化が見 られ,読 者に対す る平易な語 り口 となっている。

両誌 で扱 った学校,教 育,失 業,恋 愛,自 殺,政 治,宗 教,官 僚制,汚 職,ジ ャ

ーナ リズムな どの問題が ,『 王 妃ナ ーグパ ニー物語』に反映 され てい る。

ジ ャーナ リズムの問題を見 ることにす る。 アス トバーソ とナー グパニーが 自殺

を断念す ると,大 勢の取材陣は落胆す るす る。す ると,ム フ トラールは こ う説得

す るの で あ る。〈この よ うに も書け るでは あ りませ んか 。王子 と王女 が飛び込む

と,そ こに2輪 の蓮華が咲いた。2人 はそ の上に坐 っていた。蓮華 は どん どん と

463



(33)
ハ リシ ャ ソ カル ・パ ル サ ー イ ーの 『王 妃 ナ ー グ パ ニ ー物 語 』(田 中)

上へ伸び,岸 辺に2人 を着けると消えてしまった。自殺をしないように,と い う

のが母なるナルマダー河の意向であると2人 は理解した。あなたがたはこのよう

な記事を書いているではあ りませんか。5頭 の子供が生れた とか,空 から血の雨

が降るとか,寺 院の天井から牛乳が滴れ落ちているとか,シ ヴァ・リンガ急に5

イソチも伸びたとか,あ る遊行者がマン トラで死者を蘇生させたとか。自殺中止

の記事 もこのような奇蹟的なものとな りますよ。これであなたがたの新聞は売れ

るし,王 子 も有名になるで し よ う>16)パルサーイー自身ジャーナリス トとしての

自覚からか,こ のように嘆い てい る。〈個人,政 府,政 党の利益に縛られた隷属

ジャーナ リズムが横行している>17)

次に汚職の問題を見ることとする。ムフトラールは県長官補とな り,カ レーラ

ームキーと結婚する。収賄事件に何度 も関与す るが,〈 女王の幼友達の夫とい う'

ことで釈放される>18)パ ルサーイーは,あ の世にいるアリス トテレスになって,

イン ドからやって来る汚職関係者を調べ,〈 なんと多 くのものがやって来 て い る

ことか,一 人一人が収賄した金額 を 合計 す る と,五 ケ年計画の予算と同額にな

る>19),と 驚き,〈収賄,官 物流用,公 金横領は,私 にとって,呼 吸のように自然

で不可欠のものとなっている>20),と の告白に も接している。

持参金問題についても触 れ なけれ ばな らない。「我々の社会における花婿買

売」21)以来,関 心の強い問題だからであ る。アス トバーンの父は秘書に,ア ス ト

バーソの出産からこれまでの衣食住,趣 味,娯 楽,小 遺いを含めた総出費を計算

させる。250万 ルピー以上 であ る。花嫁側からこれだけのものを回収しなければ

ならないとして,こ う断言する。〈男子をもうけることは商売 で あ る,家 内工業

である>22)

最後に,ジ ョーギー ・プラバソチギ リについて述べなけれぼならない。泥棒か

ら強盗にな り,強 盗殺人容疑で起訴され終身刑を受けた男である。脱獄し,強 盗

団を卒いて荒し回るが,あ るとき聖者に会い,「改心」して し ま う。余生を人類

奉仕に捧げることを誓い,ア ーシュラムを経営して い る。〈社会には多 くの女性

たちが未婚のままでいる。家を出て夫を探す勇気がない。その不幸は女性たちを

アーシュラムに収容し,ふ さわし男性たちと結婚させるのである……僅かな金は

受け取るがアーシュラム運営のために必要だからである>23)ギ リはナーグパニー

救出を依頼されるが,役 は果せない。

『王妃ケー トキー物語』は,北 イソドのラクナウーで1803年 頃,執 筆され,活
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(34) ハ リシ ャ ン カル ・パ ル サ ー イ ー の 『王 妃 ナ ー グ パ ニ ー物 語 』(田 中)

字 本 が 刊 行 さ れ た の は,1905年,今 世 紀 初 頭 ま で 受 け 入 れ ら れ て い た と い わ れ

る 。 職 業 的 語 り手 ま で 登 場 し た と の こ と で あ る24)。

ほ ぼ150年 後,中 央 イ ン ドの ジ ャ バ ル プ ル で 『王 妃 ナ ー グ パ ニ ー 物 語 』 は 執 筆

さ れ た 。 イ ン ド独 立,藩 王 国 統 合,州 再 編 成,1952,57年 の 総 選 挙 と時 代 は 変

る 。 ケ ー トキ ー の ひ た む き の 愛,ジ ョ ー ギ ー ・マ ヘ ー ソ ダ ル ギ ル の 超 能 力 と い う

物 語 の 世 界 に 魅 了 さ れ て い る 聴 衆 で は な く,藩 王,会 議 派 政 府 閣 僚,官 僚,警

察,ジ ョ ー ギ ー ・プ ラ パ ン チ ギ リな ど の 結 託 を 見 抜 く読 者 の 登 場 で あ る 。 パ ル サ

ー イ ー は 「ア リス トテ レ ス の 手 紙 」 を 書 く こ と で 文 体 を 確 立 し
,読 者 た ち の 語 り

手 と な っ た の で あ る 。
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『岸 を 求 め て』」 『印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第43巻 第1号65～71頁 。
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